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１.７ シロイヌナズナのＤＮＡをＰＣＲで増やそう（３年生物分野）

(1) 研究開発の概要

特別研究「遺伝子工学の応用」で使用する DNA を

購入するのではなく、少しでも生徒に身近となるよう

に自分たちで種をまいて育てたシロイヌナズナから

DNA を抽出して、電気泳動で目に見える量に PCR で

増やすことにした。PCR 装置がないため、大学に協力

していただくわけだが、増幅を教員だけでするのでは

なく、生徒から希望者を募って、授業を受ける生徒自

ら DNA の増幅を行うワークショップとして計画した。

(2) 仮説（ねらい、目標）

生徒自らがシロイヌナズナの DNA を PCR で増幅する体験を持つことが、特別研究「遺

伝子工学の応用」での DNA の多型分析によるシロイヌナズナの遺伝子型の推定に対し

て理解をよりいっそう深めることになると考えた。

(3) 研究の方法および内容

ア 対象生徒

３年理系生物選択者 希望者８名（男子１名、女子７名）

イ 実施日程等

日時 ６月16日（土）11時00分～15時00分

場所 名古屋大学大学院 生命農学研究科

講師 名古屋大学大学院 生命農学研究科研究員 中川 繭 先生

ウ 実施内容

授業で生徒一人一人がシロイヌナズナの

葉から DNA を抽出した。生徒全員分と教

員分を合わせて49サンプルを８人の生徒で

PCR 法を使って DNA を増幅した。

(4) 検証（成果と反省）

事後のアンケートによると、100％の生徒

が興味・関心を持ってワークショップに参加

し、全員が内容を理解し、本人の進路選択の

参考になったと答えている。100％の生徒が

PCR、器具の扱い方や各操作の目的および原

理の理解、バイオテクノロジーの知識につい

ての理解が向上したと答えている。

生徒の感想によると、今回のワークショッ

プは、いつものワークショップと違い、PCR

で増やした DNA を持って帰るという目的が

あって、自分の抽出した DNA だけでなくク

ラス皆の DNA も預かっているので、とても緊張したと述べている。

また、教科書ではあまり PCR のしくみが理解できなかった部分も各試薬の役割も、

自分で行うことでとても理解できた、大学には見たことのない機器がたくさんあり、そ

の様子を肌で感じてすごいなと思った、これからの受験にむけての勉強に意欲がとても

強くなった、という感想もあった。

アンケートの結果、生徒の感想を見ても、電気泳動に使う DNA をただ購入するので

はなく、授業で抽出した DNA を自分たちの手で増やすという体験は想像以上の良い刺

激を生徒に与えていることがよくわかる。

ＰＣＲの操作方法を聞く生徒たち

88

75

50

13

13

25

50

75 13

①ＰＣＲの理解

②器具の扱いや各操作の目的

及び原理への理解

③バイオテクノロジーについての

知識

④主体的に取り組む姿勢（実験・

観察レポートの作成等）

大変増した やや増した あまり効果がない 効果がない

この取組を通じて次の項目についてどのくらいの向上があったと感じますか？
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（１）内容に興味・関心を持てました

か？

（２）内容は理解できましたか？

（３）自分の能力やセンスの向上に

役立ちましたか？

（４）将来の自分の進路選択の参考

になりましたか？

はい 大体そうである あまりそうではない いいえ （％）


